
ページ
◎

・ 頭上散水によるきくの高温対策技術を開発 （農業総合試験場） １
・ 東京都中央卸売市場における平成30年産の
愛知県産農産物の動向 （東京事務所） ２

◎
・ あいち型植物工場推進事業によるあぐりログ等の
導入 （尾張農林水産事務所） ４

◎
・ 企業経営視点で、野菜を買うサイフが変わる （東京事務所） ５

◎
・ あいちの豚肉応援フェアを開催しました （食育消費流通課） ７

◎
・ 小ぎくの群馬県オリジナル品種「小夏シリーズ」に
新品種が登場 （群馬県東京園芸情報センター） ９

◎
・ 愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場） １１
・ 名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し １２

◎
・ 切り花・鉢花の７月の見通し（県内市場） ２４

内容についての問合せ先

愛知県農業水産局農政部食育消費流通課 （052）-954-6434

愛知県東京事務所行政課農産物プロモーショングループ （03）-5492-5400

令和元年７月号

情報サロン

地域トピックス

東日本情報

西日本情報

フラワーページ

青　果

花　き

あいち農産物生産流通レポート

平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





頭上散水によるきくの高温対策技術を開発 

農業総合試験場

夏季のきく施設栽培では、高温による開花遅延や生育不

良、生理障害などが発生し、安定生産の妨げとなっていま

す。高温対策として、ヒートポンプによる冷房や微粒ミス

ト装置による気化冷却が有効ですが、これらは機器費用が

高く導入しづらいことが課題です。 

このため、きく栽培ハウスで導入が進んでいる「頭上か

ん水装置」を活用し、夏季の日中に少量多頻度で頭上散水

し、気化冷却を利用する高温対策技術の開発に取り組みま

した。 

１ 頭上散水による冷却効果

  きく栽培ハウスで散水後の室温推移を調べたところ、

散水直後に葉温は低下し、約 40 分後には室温や葉温が

散水前の温度まで戻りました。そこで、夏季の８～15 時

の間に 40 分毎に 30 秒～１分の散水を行ったところ、散

水を行っていないハウスと比べて、室温が約３～５℃低

下し冷却効果が認められました（図１）。 

２ 頭上散水ときくの生育

2018 年９月上旬の開花作型で、８～15 時の間、40 分

毎に 30 秒の頭上散水を行ってきくを栽培したところ、

草丈が伸び、切り花全重が重くなり切り花品質が向上す

る傾向が見られました（図２）。また、他の作型ではき

くの開花遅延を軽減する効果が確認されました。 

３ 頭上散水と高温時の生理障害（黄斑点症状）

  スプレーぎくの一部の品種では、高温により葉に黄色

い斑点が発生する生理障害が見られることがあります。

頭上散水処理により黄斑点の発生が大幅に抑制されま

した（図３）。 

既設の「頭上かん水装置」を利用する高温対

策技術は、新たな投資を行うことなく、生育促

進や、高温障害の抑制など、夏季のきくの生産

性向上を図ることが期待できます。 
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図３ 黄斑点症状と頭上散水による発生
程度の違い（写真の発生程度は中）
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東京都中央卸売市場における 

平成 30年産の愛知県産農産物の動向 

東京事務所行政課農産物プロモーションＧ

平成 30 年産（平成 30 年１月から 12 月まで）の東京都中央卸売市場(９市場)での愛知県

産農産物の総取扱額は 332 億円(シェア 5.1%)で 47 都道府県の中で第６位でした。 

また、総取扱額の内訳は野菜が 199 億円（前年対比 98.9% ）、果実が 20 億円（同 99.7%）、

花きが 113 億円（同 96.2％）となりました。 

１ 野菜

東京都中央卸売市場全体の野菜取扱額は 3,887 億円で、前年比 99.8％と概ね前年並と

なりました。 

  本県産について、キャベツは、平成 29 年秋の長雨や冬の低温・乾燥の影響を受け、全

国的に年明けの入荷量が激減し、単価が高騰する中で、入荷量の維持に努めた本県産の

取扱額は前年をかなり上回りました（表１）。トマトは、年明けからの入荷増に加え、前

年末の高値反動で荷動きが悪く、販売に苦戦する年となりました。ブロッコリーは、平

成 29 年秋の長雨による根傷みを引きずり、また寒波で生育が停滞して入荷量が伸びず、

単価は高騰したものの、取扱額は前年を大幅に下回りました。 

なお、秋以降の作柄については、７～８月の猛暑や９月の台風の影響が懸念されたも

のの全体的に生育への影響は少なく、単価も前年並から前年を下回って推移した品目が

多くなりました。 

  こうした動きの結果、本県産の野菜全体の取扱額は前年並となりました。 

表１ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（野菜）  

 （単位：千円） 

品目 平成 30 年 前年対比 順位（シェア）* 上位産地 

野菜合計 19,895,389 98.9% ６位（5.1%） ①茨城、②千葉、③北海道 

 キャベツ 6,494,618 111.8% １位（31.6%） ②群馬、③千葉 

 トマト 2,573,323 92.2% ３位（8.4%） ①熊本、②栃木 

 ミニトマト 2,471,575 93.6% ２位（16.1%） ①熊本、③北海道 

 おおば 2,727,994 99.9% １位（80.9%） ②茨城、③大分 

 ブロッコリー 1,160,943 79.4% ４位（10.2%） ①香川、②北海道、③埼玉 

＊順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

２ 果実

東京都中央卸売市場全体の果実取扱額は 1,801 億円で、前年比 99.7％と概ね前年並と

なりました。 

本県産について、いちごは、前年取扱額を上回る月と下回る月の両方がみられ、全体

の取扱額としては前年をやや下回りました（表２）。また、みかん類は、低温により冬期

の入荷量が減少したことや、夏期のハウスみかんで猛暑による着色不良がみられるなど
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の影響があり、取扱額は前年をやや下回りました。いちじくについては、施設物は順調

だったものの、露地物は８月下旬の台風の影響で９月の入荷量が前年を大幅に下回るな

どし、全体では前年並の取扱額となりました。 

こうした動きの結果、本県産の果実全体の取扱額は前年並となりました。 

表２ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（果実） 

（単位：千円） 

品目 平成 30 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

果実合計 1,990,949  99.7% 19 位（1.1%） ①栃木、②青森、③愛媛 

 みかん類 413,225  96.2% ８位（1.4%） ①愛媛、②静岡、③長崎 

 いちじく類 538,056 98.3% １位（58.1%） ②和歌山、③福岡 

 かき類 417,987  110.3% ６位（7.3%） ①和歌山、②奈良、③福岡 

 いちご類 396,174 95.9% ９位（1.2%） ①栃木、②福岡、③茨城 

 メロン類 46,939 88.8% 11 位（0.5%） ①茨城、②静岡、③熊本 

＊順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

３ 花き

東京都中央卸売市場全体の花き取扱額は 840 億円で、前年比 98.1％と概ね前年並とな

りました。 

  本県産について、切花は、平成 29 年冬からの低温で生育が遅れたものが、４月にまと

まって入荷するなどして、単価を押し下げる要因となりました（表３）。その後も、７～

８月の猛暑の影響を受け、輪ぎくでは８月の需要期に生育の遅れがみられたり、バラで

は下位等級の発生が増えるなど、天候による影響が出た年となりました。また、観葉植

物・鉢花・らん鉢については、対前年比で切り花以上に取扱額が落ち込みました。特に

らん鉢については取扱額が大きく落ち込み、シェアも前年の４位から５位に順位を落と

すなど、減少傾向となりました。 

これらを受けて、本県の花きの合計取扱額は前年をやや下回りました。 

表３ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（花き）   

（単位：千円） 

品目 平成 30 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

花き合計 11,317,995  96.2% １位（13.5%） ②千葉、③埼玉 

切花計 8,436,413 97.5% １位（15.0%） ②千葉、③静岡 

 菊類 5,824,742  97.8% １位（38.6%） ②沖縄、③茨城 

 ばら類 846,582 95.6% １位（14.2%） ②静岡、③山形 

カーネーション類 301,037 97.5% ３位（5.7%） ①長野、②千葉 

観葉植物 1,182,933 95.2% １位（35.0%） ②静岡、③沖縄 

鉢花 559,105  88.4% ３位（11.1%） ①埼玉、②千葉 

らん鉢 447,877 84.7% ５位（10.6%） ①埼玉、②栃木、③山梨 

＊順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 
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あいち型植物工場推進事業によるあぐりログ等の導入 

尾張農林水産事務所

ＪＡ愛知西管内では、平成 29 年度に稲沢きく環境

研究会（以下「きく研究会」という）、平成 30 年度に

稲沢なす環境研究会（以下「なす研究会」という）が

あいち型植物工場推進事業により、炭酸ガス発生装置

と環境モニタリングシステム「あぐりログ」等を導入

しました。 

あぐりログは、ログＢＯＸを設置し、温度・湿度・

炭酸ガス濃度などを５分毎に計測します。そのデータ

はパソコンやスマートフォン等でいつでもどこから

でもハウス内の環境をチェックでき、グループ内での

データ共有も可能です。 

１ 導入装置の概要 

 きく研究会にはモニタリング装置５台、炭酸ガス発生装置７台及び循環扇６台、なす

研究会にはモニタリング装置４台と炭酸ガス発生装置５台が導入されました。 

きく研究会では、冬期のきくのボリュームアップ（重量増加）を目的に、会員ごとの

栽培データから最適と思われる CO２濃度（450ppm）を設定し栽培した結果、生産者から

は前年度より「葉が厚くなった」「下位等級が少なくなった」などの CO２施用効果を確認

することができました。 

なす研究会では、あぐりログにより温度管理や CO２濃度が「見える化」され、設定値

とのずれやハウス内環境の偏りが把握できるようになったとともに、意見交換会を通じ

て草勢に応じた温度管理の意識が高まり、草勢維持を図ることができました。 

２ 今後の展開 

なす研究会員が所属するＪＡ愛知西なす協議会内では、現在 22 台のあぐりログが導

入されています。また、今年度の農業生産力パワーアッププロジェクト推進事業により、

あぐりログに接続できる土壌水分計を導入し、効率的かつ効果的な土壌水分管理の検討

を計画しています。 

グループ内の土壌水分データを「見える化」して共有し、特に若手生産者の水分管理

技術の向上に役立てて、高収量・高品質を目指します。 

タブレットでデータチェック 

（頭上にあるのがログＢＯＸ） 
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企業経営視点で、野菜を買うサイフが変わる

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

６月25日（火）、NPO法人農業情報総合研究所が主催する異業種

交流セミナーにおいて、オフィスの常設冷蔵庫に野菜を届けるサ

ービス「OFFICE DE YASAI」を展開する株式会社KOMPEITO（以下、

「KOMPEITO社」という）の代表取締役ＣＥＯ、川岸亮造氏による

講演が行われました。KOMPEITO社によるオフィスの野菜冷蔵庫常

設化への取組を紹介したいと思います。

１ 野菜の常設冷蔵庫

「OFFICE DE YASAI」の契約は買い切り方式で、企業は社員の人数に応じて幾つかの

プランを選択できます。KOMPEITO社からは契約分の商品が届けられ、企業は契約額から

社員が支払う分を差し引いた金額を負担することになります（図１）。契約は企業との

間で行いますが、オフィスでは社員が安価な社内価格で、常設冷蔵庫から「欲しい商品

を欲しい時」に購入できる仕組みとなっています。

オフィスに無料で貸し出される常設冷蔵庫には週に２回、商品が補充･回収されます。

商品は全てサラダ、スムージー、パスタ等の「すぐに食べられる形態」に加工しており、

「若い人が気軽に手に取れる」ことを重視しています。

２ この仕組みが成り立つ理由

企業が「OFFICE DE YASAI」を導入するメリットとしては、「リスク管理」や「生産性

向上」などがあります。社会的にも社員の健康やメンタル面への配慮が求められる中、

健康に対する興味が薄い層に「野菜を食べること」を習慣づけることができ、社員の健

康に繋がることが期待されます。また、社員のコンディションを整え、ベストパフォー

マンスを引き出せる環境を作ることで、生産性向上に繋げられるという思惑もあります

（図２）。

現在、「OFFICE DE YASAI」は、多くの会社･職種で導入が進んでいますが、大手企業

の小規模な営業所や子会社などで福利厚生として利用されるケースも増えているそうで

す。

川岸亮造氏

図１ KOMPEITO社のビジネスモデル（講演資料を一部修正）

基本料金 商品代 社員の支払分会社の負担額

KOMPEITO社への支払額

100円(社内価格)
×360個

@200円(商品代)
×360個

72,000円
（360個／月届）

108,000円
（完売時）

【例】社員１８名のオフィスで、１人１日１個を月20日程度、購入したとして
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生産性
投入資源 （人数×時間）

成果 （人数×時間×コンディション×業務効率）

※生産性は、良いコンディションや、効率的な組織、であることも重要

３ 野菜を買うサイフを変える

KOMPEITO社は、市場（顧客）を企業のオフィス

とすることで、サイフの持ち主を「個人」から「企

業」に、サイフの名目を「食べ物」から「組織の

健康推進」に変えています。

組織の健康推進という後押しのもと、社員は既

存のコンビニや量販店と比較して割安な「OFFICE

DE YASAI」の商品を手に取ります。KOMPEITO社に

とっては、企業のリスク管理・健康経営という強

い名目のサイフ（顧客）を手に入れることになり

ます。

４ 野菜を買う行動で、農業は盛り上がる

野菜の売上を伸ばしたい場合、「①単価を上げる」「②数量（需要）を増やす」ことが

必要ですが、良い物を作り付加価値を高めて単価を上げても、購買層は限られます。ま

た、需要を増やす手法にしても、経済的な理由で消費が少ない層や、元々食べる習慣の

ない層に野菜消費を定着させることは困難です。

こうした中、「OFFICE DE YASAI」は野菜を買うサイフを変えることで、これまで健康

や野菜に興味の無かった層に行動を促し、価格を下げずに需要を広げることに成功して

います（図３）。今後、「OFFICE DE YASAI」の導入による社員の健康増進効果や生産性

向上が広く認知されれば、野菜の消費拡大に向けた有効な手法になると思われます。

図２ 健康経営の考え方（講演資料より抜粋）

図３ 購買層のピラミッド（講演資料を一部修正）

常設冷蔵庫イメージ

（webページより）

一般層

高くても良い物を
買いたい層

健康や野菜に興味の薄い層（主に若い人）

良い物が多く出回る → 農業が盛んに

①高くても買う層が増える
②これまで食べなかった層が食べる

ことが、重要。

OFFICE DE YASAI
による野菜消費
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あいちの豚肉応援フェアを開催しました 

食育消費流通課

愛知県では、豚コレラの発生に係る風評被害に対して、県産豚肉の安全性と豚肉の美味

しさを広く発信し、消費者の不安解消と消費拡大を図るための取組を進めています。 

令和元年６月 23 日（日）、金山総合駅連絡通路橋イベント会場において、畜産関係団体

と連携して、「あいちの豚肉応援フェア」を開催し、豚肉や豚肉製品の安全性と美味しさを

ＰＲしました。 

１ あいち産豚肉消費拡大実行委員会について 

（１）設立目的 

  愛知県では、畜産関係団体等と連携して、豚コレラに関する正しい知識の普及啓発や

県産豚肉の消費拡大のためのＰＲ活動を行うことを目的に、「あいち産豚肉消費拡大実行

委員会」を平成 31 年３月に設立しました。 

  今回の「あいちの豚肉応援フェア」は、本実行委員会の主催により開催されました。 

（２）構成員 

愛知県、愛知県経済農業協同組合連合会、愛知県畜産協会、愛知県養豚協会、愛知県

養豚農業協同組合、愛知県食肉事業協同組合連合会 

２ 開催内容 

（１）ステージイベント

ステージイベントでは、大村秀章愛知県

知事らによる「豚肉応援宣言」セレモニー

や安城市出身の料理研究家である寺田真二

郎さんによる豚肉アレンジ料理伝授トーク

ショーなどを実施しました。 

「豚肉応援宣言」では、大村知事のほか、

神野博史愛知県議会議長、豚コレラの被害

を受けた瀬戸市、豊田市、田原市の代表者、

畜産団体の代表者などが登壇し、県産豚肉

の安全性と消費拡大ＰＲを行いました。檀

上では、県産豚肉料理の試食のほか、４月

に川崎市で東三河食材の魅力を伝えるマル

シェを開催し、その中で県産豚肉の安全性

をＰＲした「東三河ほんもの伝え隊」の代

表者によるイベント収益金の寄付贈呈など

が催されました。セレモニーの最後には、

大村知事が「あいちの豚肉を、みんなで食

べて、応援しましょう！」と県産豚肉の消

費拡大を強く呼びかけました。 

東三河ほんもの伝え隊からの寄付金贈呈 

ステージ登壇者による豚肉応援宣言 
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寺田真二郎さんの豚肉アレンジ料理伝授

トークでは、県産豚肉を使ったオリジナル

料理「やわらか！バーベキュー角煮」の作

り方や家庭での豚肉調理のポイントなどが

紹介されました。バーベキュー角煮は、トー

クショー後に来場者にも試食提供され、「美

味しい」「豚肉が柔らかい」などの感想が聞

かれました。また、この料理は「豚肉応援

宣言」セレモニーにおいてステージ登壇者

の皆さんにも振る舞われました。 

（２）豚肉製品の出展販売

展示販売ブースでは、豚コレラの被害を

受けた３市を始め、県内各地から９事業者

が出展し、ハムやベーコン、ウィンナーと

いった豚肉製品を紹介・販売しました。商

品には県内の養豚農家が生産した銘柄豚を

使った加工品も多く、来場者に県内各地の

豚肉をＰＲすることができました。 

（３）その他

会場内では、豚肉消費を応援するための

グッズ配布を行い、豚肉製品の購入者向け

に保冷バッグやカッティングマット（簡易

まな板）を、会場でのアンケート回答者向

けにウェットティッシュや絆創膏などを配

布しました。また、銘柄豚や豚肉が食卓に

並ぶまでの流通経路、お肉全般の情報を紹

介する各種パネル展示やパンフレット設置

を行い、豚肉及び畜産に関する情報発信を

しました。

３ 今後の取組 

あいち産豚肉消費拡大実行委員会では、今回の豚肉応援フェア以外にも、豚コレラの

風評被害防止チラシの配布や、県内各地におけるイベントでの豚肉の試食提供など、県

産豚肉の安全性及び消費拡大ＰＲに向けた取組を行っています。 

また、今後は７月から 11 月にかけて、県内各地で

の豚肉料理の試食などを中心としたイベントキャラ

バンを計画しています。レジャー施設や農業関連施

設など、多くの人が集まる場所をキャラバンカーが

訪問し、県産豚肉のＰＲを行う予定です。 

実行委員会では、これらの取組を通して引き続き

県産豚肉の安全性に係る広報活動と消費拡大ＰＲを

行い、消費者の不安解消と県産豚肉の消費拡大を図

り、養豚農家の経営再建を支援していきます。 

バーベキュー角煮の作り方を伝授 

多くの人で賑わう販売ブース 

販売された豚肉製品 

消費拡大ＰＲロゴ 
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図１ これまでに育成された小夏シリーズ 

小ぎくの群馬県オリジナル品種「小夏シリーズ」に新品種が登場 

群馬県東京園芸情報センター

 群馬県の小ぎく作付面積は 17.97ha(平成 29 年)であり、平坦地から中山間地まで広く栽

培されています。また、生産者数も 185 戸(平成 29 年)と、県内の花き生産の中で最も生産

者数の多い品目となっています。このように、小ぎくは本県切花生産における主要品目の

ひとつであり、県農業技術センターでは需要期に安定して開花する品種の育成に取り組ん

できました。 

※数値データは平成 29年群馬県調べ 

１ 県オリジナル品種の育成 

現在、県では白色品種「小夏の風」、黄色

品種「小夏の月」、「小夏の星」が育成され、

県内向けに普及してきました（図１）。 

しかし、小ぎくは一般的に赤・白・黄色

の３色を合わせた束で販売されることが多

く、また、既存の赤系品種では病害に弱い

など欠点を持つものが多いといった理由 

から、栽培しやすく形質の良い赤色品種の

育成が強く求められていました。そこで、

県農業技術センターでは、７月下旬（８月

盆向け）に開花し草姿に優れる赤系小ぎく

新品種の育成に取り組み、「小夏の恋（仮

称）」が育成されました。 

２ 新品種「小夏の恋（仮称）」の特性 

今回育成された新品種「小夏の恋（仮称）」

は、花色は明るい赤紫色で、花房の形は円

錐形をしています。草姿に優れ、茎下部か

らの側枝の発生が少ないため、収穫、出荷

調整時の側枝除去の作業負担が軽減される

ほか、束加工がしやすいなど、生産や流通・

販売において優れた特性を有しています。 

今回の育成により、「小夏シリーズ」に赤、

白、黄色の３色の花色が揃いました。また、

「小夏の恋（仮称）」は、「小夏の風（白色）」

「小夏の月（黄色）」と同時期に開花するた

め、「小夏シリーズ」での花束加工も可能と

なります。 

「小夏の恋（仮称）」は、現在品種登録の

出願公表中であり、本格的な出荷は来年以

降を予定しています。 

「小夏の恋（仮称）」 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±16％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：アールスメロン）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 １，２８３ ２２３ ７８１ ５２８ 静岡（３５％）
(１７％) 熊本（１９％）

高知（１３％）
元年見通し １，２００ － ７８０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

作付面積は、全国的に減少傾向にある。 贈答用としての需要が強く、１玉当たりの
現在は、静岡と愛知からの入荷が大半を占 価格が高い品目であるため、果実品質の維持
めているが、天候に恵まれて生育良好で、 には特に注意してほしい。外観以上に食味が
大玉傾向となっている。品質も上位等級が 非常に重視されるため、適期収穫及び出荷時
多く、価格は平年よりやや高値で推移して における糖度や熟度等の品質確認には十分に
いる。今後は、静岡と愛知がピークを迎え 注意をお願いしたい。
るが、引き続き順調な入荷を見込む。

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ２，０４４ ６０４ １７８ ２１１ 沖縄 （２３％）
(３０％) 静岡 （１９％）

神奈川（１８％）
元年見通し ２，４００ － １４０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年は、酷暑に加えて７月から頻発した スマートフォンの普及でレシピ検索が容易
台風の接近・上陸で入荷を大きく減らし、 となり、インターネット上のレシピも豊富な
総入荷量は前々年を大幅に下回った。価格 状況にある中、一般家庭向けの利用方法につ
は高値が続いた前々年を大幅に上回った。 いて積極的な提案を量販店等に行い、売場で

本年も愛知をはじめ沖縄、静岡、神奈川 紹介してほしい。
などからの入荷となり、５月は乾燥傾向で 愛知産については品質に問題なく、これま
推移したが、肥大は今後の天候次第となる でどおり、形や色を揃えるなど高品質の保持
か。沖縄を中心とした年明けの高値は早々 に努めて欲しい。
に終息し、徐々に単価を下げてきた。５月
に入り愛知、静岡が始まっている。

入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ２９，５８９ 221 215 210 長野 27%
２７年 ２８，８９３ 257 266 267 北海道 12%
２８年 ２８，２８２ 254 261 245 兵庫 9%
２９年 ２９，９１１ 216 215 208 群馬 8%
３０年 ２９，２１２ 215 246 265 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 ２９，１７７ － － －

元 年 見 通 し ２８，６００ － － －

２６年 １，５５７ 78 78 78 青森 60%
２７年 １，４４２ 126 133 107 北海道 28%
２８年 １，３４９ 147 133 101 岐阜 8%
２９年 １，３１６ 86 86 83 長野 4%
３０年 １，２５２ 87 142 141

５ ヵ 年 平 均 １，３８３ 105 113 101

元 年 見 通 し １，３００ 100 100 100

２６年 １，６４４ 136 116 117 青森 54%
２７年 １，５５４ 117 124 199 北海道 42%
２８年 １，４８４ 127 169 200 兵庫 2%
２９年 １，５３９ 113 98 88 千葉 1%
３０年 １，５１４ 130 176 161 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 １，５４７ 125 136 152

元 年 見 通 し １，５００ 135 135 135

に

ん

じ

ん

１１９
１４７
１６５
９８

１５７

　青森、北海道を中心に入荷する。播種時
期及び生育初期の干ばつにより発芽不良や
生育遅れが見られた。その後は回復傾向に
あり、入荷は概ね平年並となるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に入荷する。両産地
ともに干ばつで生育がやや遅れていたが、
現在は回復して順調。今後の天候次第とな
るが、全体的には順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

１３７

　長野、北海道、愛知などから入荷する。
全国的に干ばつ傾向だったが、６月は降雨
もあり、生育順調な品目が多い。一方で、
６月下旬から７月にかけては曇雨天が続く
予想で、今後の入荷は天候次第となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

１３５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３６

２３３
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

７６
１１７
１２１
８２

１１８

１０２  前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２１３
２６２
２５２
２１３
２４２

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １２７，２６０ 238 227 223 長野 16%
２７年 １２２，８６５ 262 289 274 群馬 16%
２８年 １１９，６２１ 266 276 253 茨城 11%
２９年 １２５，２２５ 233 227 218 青森 8%
３０年 １１７，７３５ 250 266 292 北海道 7%

５ ヵ 年 平 均 １２２，５４１ － － －

元 年 見 通 し １２２，０００ － － －

２６年 ９，２１２ 81 72 74 北海道 52%
２７年 ９，４３７ 121 116 94 青森 41%
２８年 ８，２８３ 149 122 96 群馬 3%
２９年 ８，８９１ 83 71 74 岩手 2%
３０年 ７，１４８ 89 136 138 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，５９４ 105 102 93

元 年 見 通 し ７，２００ 120 110 100

２６年 ６，８９５ 121 109 112 青森 49%
２７年 ６，８４３ 110 114 189 北海道 28%
２８年 ６，１３３ 110 157 191 千葉 18%
２９年 ６，５６２ 112 99 89 中国 3%
３０年 ５，８８６ 118 156 161 埼玉 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，４６４ 114 126 148

元 年 見 通 し ６，０００ 120 130 140

１５０
１００

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

 前年及び本年の

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
北海道、東北産地ともに５、６月の少雨に
より肥大と生育に遅れがでている。一時的
に数量を減らしそうだが、後半には遅れも
解消し数量は出揃うと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は端境後は
下げて前年をかなり下回る見込み。

　青森、北海道、千葉からの入荷がほとん
どを占める。主力の青森は３月末の降雪で
播種が遅れた影響が残る。加えて、各地で
乾燥傾向が続いたため、入荷は少なくなる
と見込まれる。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は前年をかなり下回る見込み。

２２６

前年主要産地（％）

２６９

　各品目ともに春先の低温や５月の干ばつ
などの天候不順の影響からは概ね脱する。
果菜類では日照不足の懸念があるも、月の
後半に向けて潤沢な出回りが予想される。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は相場
を上げた前年をかなり下回る見込み。

１１４
１３４

１１０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２２９
２７４
２６５

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

７６
１０８
１１９
７６

１２１

９９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１４５

１２８

２５２

２４５
 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き
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６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，６５０ 78 59 64 長野 100%
２７年 １，４１３ 80 77 98
２８年 １，６７３ 54 59 56
２９年 １，８０８ 47 52 58
３０年 １，６１６ 66 68 105

５ ヵ 年 平 均 １，６３２ 64 62 75

元 年 見 通 し １，６５０ 70 70 70

２６年 ４，２２７ 81 66 75 群馬 56%
２７年 ４，００９ 92 86 107 長野 29%
２８年 ４，１３６ 75 82 80 茨城 8%
２９年 ４，４８６ 68 61 66 北海道 3%
３０年 ３，８２１ 91 87 130 愛知 2%

５ ヵ 年 平 均 ４，１３６ 81 76 90

元 年 見 通 し ４，０００ 90 90 90

２６年 １８３ 569 667 662 岐阜 84%
２７年 １８３ 677 701 725 茨城 6%
２８年 １８２ 714 748 673 長野 3%
２９年 １８６ 592 689 656 静岡 2%
３０年 １６１ 655 744 841 愛知 2%

５ ヵ 年 平 均 １７９ 641 709 708

元 年 見 通 し １９５ 630 630 630

７０１
６３７
７２５

６７６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７０

キ

ャ

ベ

ツ

 前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜の飛騨地域を中心に入荷する。岐阜
は曇雨天が多く、現在の入荷は落ち着いて
いる。７月の見通しは天候次第となるが、
回復傾向もあり、入荷量はやや少なかった
前年を上回るか。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

６１７
７０９

は

く

さ

い

６４
８３
５３
５２
７７

６５

７２
９５
７７
６４

１０２

８１

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野を中心に、茨城などから入荷
する。群馬は前年の入荷がやや少なかった
が、本年は生育順調。長野も順調で、入荷
量は両産地ともに前年を上回るか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。干ばつに
より生育は遅れ気味だったが、その後は雨
があり、好天にも恵まれたため、回復して
いる。入荷も順調となる見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ５，９５５ 75 57 63 長野 88%
２７年 ５，７８３ 76 71 95 群馬 9%
２８年 ５，７８３ 54 54 53 茨城 2%
２９年 ６，６７９ 50 53 60
３０年 ６，７３６ 63 61 108

５ ヵ 年 平 均 ６，１８７ 63 59 76

元 年 見 通 し ６，５００ 65 60 55

２６年 １６，０２８ 80 66 64 群馬 72%
２７年 １５，６１２ 89 82 99 岩手 12%
２８年 １６，２３２ 73 75 70 長野 8%
２９年 １６，５９７ 68 57 54 茨城 3%
３０年 １５，４７６ 85 84 137 千葉 2%

５ ヵ 年 平 均 １５，９８９ 79 73 84

元 年 見 通 し １６，０００ 75 75 75

２６年 ９７２ 552 640 677 群馬 33%
２７年 ９９０ 589 717 698 栃木 27%
２８年 ９２３ 640 612 602 茨城 16%
２９年 ９５８ 459 643 626 岩手 9%
３０年 ８０３ 542 724 818 岐阜 5%

５ ヵ 年 平 均 ９２９ 556 666 680

元 年 見 通 し ９００ 650 650 800

 入荷量・価格の動き

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。ここまでの低温により５日程度の遅れ
がでていたが解消に向かう。今後の天候に
もよるが概ね生育良好。
　入荷量は潤沢だった前年をやや下回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

　群馬中心に岩手などから入荷する。群馬
は低温乾燥など天候不順の影響を受けるも
回復。最近は適度な雨をもらい生育状況は
順調。岩手も先月下旬より順次出荷が始ま
り、数量を増やす。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
基調だった前年を大幅に下回る見込み。

　群馬など関東高冷地と岩手、岐阜からの
入荷が中心となる。現在の生育は最近の好
天に恵まれ概ね良好。一部で病害虫の報告
が挙がるも、全体への影響はごくわずかに
留まると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

５９

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は

く

さ

い

６６
８１
５４
５５
７５

６６

６０

６７７

６９
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 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６２６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う

れ

ん

そ

う

６１７
６６０

キ

ャ

ベ

ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ６８５ 403 407 376 大分 21%
２７年 ６５１ 466 493 468 愛知 21%
２８年 ５８９ 470 517 451 静岡 14%
２９年 ５８９ 424 407 393 茨城 14%
３０年 ５２４ 433 503 450 中国 6%

５ ヵ 年 平 均 ６０８ 439 463 426

元 年 見 通 し ５５０ 450 450 450

２６年 ２，７８０ 154 150 164 長野 99%
２７年 ２，４０９ 159 200 221 愛知 1%
２８年 ２，３８４ 139 146 133
２９年 ２，４７８ 111 126 131
３０年 ２，６８７ 122 137 211

５ ヵ 年 平 均 ２，５４８ 137 151 172

元 年 見 通 し ２，５００ 120 130 150

２６年 １，３９６ 249 254 244 長野 56%
２７年 １，２４２ 295 323 280 北海道 17%
２８年 １，３１６ 354 347 280 愛知 5%
２９年 １，４３４ 257 282 268 岩手 3%
３０年 １，４３８ 291 390 363 茨城 3%

５ ヵ 年 平 均 １，３６５ 288 319 288

元 年 見 通 し １，４００ 310 320 330

３８６
４６４

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２４７
２９６
３２５
２６９
３５０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、北海道の夏秋作を中心に、愛知や
東北産地などから入荷する。長野、北海道
は天候にも恵まれ前進傾向。順調な入荷を
見込む。愛知は平年より早く終盤を迎えて
おり、７月の入荷は少ないか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

２９７

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。生育初期
に干ばつの影響を受けたが、その後は適度
な雨もあり、順調な入荷を見込む。入荷の
ピークは上中旬からとなるか。
　入荷量は前年をかなり下回るものの平年
並で、価格は前年をかなり下回る見込み。

レ

タ

ス

１５１
１８９
１３４
１２２
１５６

１５０

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　普通ねぎは愛知、茨城が中心となる。両
産地ともに生育順調で、愛知は前年以上、
茨城は前年並の入荷を見込む。白ねぎは大
分、静岡、茨城を中心に入荷し、こちらも
各産地ともに順調な入荷を見込む。
　入荷量はやや上回り、価格は前年をわず
かに下回る見込み。
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４０４
４６１

４３４
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４，３３８ 427 372 339 茨城 55%
２７年 ４，３１３ 535 493 433 千葉 14%
２８年 ４，２６３ 477 504 384 中国 5%
２９年 ４，１５５ 475 390 371 埼玉 5%
３０年 ３，９７８ 382 430 409 福岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，２０９ 460 438 387

元 年 見 通 し ４，２００ 380 370 330

２６年 ９，６４７ 157 159 172 長野 84%
２７年 ９，０６４ 164 207 219 群馬 14%
２８年 １０，０２０ 131 136 123 茨城 1%
２９年 ９，８６７ 97 114 119
３０年 ９，７９５ 107 127 218

５ ヵ 年 平 均 ９，６７９ 131 148 169

元 年 見 通 し ９，７００ 100 100 100

２６年 ７，７３６ 216 218 199 福島 41%
２７年 ７，３４３ 250 291 264 岩手 14%
２８年 ６，８３５ 366 355 262 秋田 9%
２９年 ７，２５５ 241 262 241 千葉 7%
３０年 ７，４４８ 312 441 323 山形 6%

５ ヵ 年 平 均 ７，３２３ 275 312 257

元 年 見 通 し ７，２００ 290 270 250

４１０
４１３

４２７  前年及び本年の

４５０

品
目
名

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に千葉、埼玉などからの入荷
となる。干ばつ等の影響は回復傾向。平年
並の入荷が見込まれるが、乾燥の影響かア
ザミウマ被害が散見され、品質が気になる
ところ。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

レ

タ

ス

１３２
１９７
１３０
１１０
１４９

１４３

　長野を中心に、群馬などから入荷する。
主力となる長野は、適度な降雨により大玉
傾向。気温の上昇とともに入荷は安定し、
潤沢な出回りを見込む。長野が増量し、群
馬はピークを過ぎる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２８０

　福島、岩手など東北産地からの入荷に切
り替わる。果菜類は５、６月の天候不順を
引きずる。それでも主力の福島が最盛期を
迎えるため、価格は軟調で推移する。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ９４７ 260 279 279 愛知 39%
２７年 ９３１ 332 380 322 宮崎 13%
２８年 ８８９ 315 320 321 徳島 13%
２９年 ９６１ 270 252 275 山梨 10%
３０年 ８７４ 312 331 331 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 ９２０ 297 312 305

元 年 見 通 し ９００ 285 320 300

２６年 １，４４２ 296 317 293 岐阜 35%
２７年 １，４５１ 302 358 295 愛知 27%
２８年 １，３０８ 330 349 333 北海道 15%
２９年 １，６０２ 254 255 272 熊本 8%
３０年 １，６３９ 271 307 358 三重 6%

５ ヵ 年 平 均 １，４８８ 289 315 310

元 年 見 通 し １，６００ 300 300 300

２６年 ３８８ 541 554 582 北海道 41%
２７年 ４０９ 542 643 633 愛知 28%
２８年 ３８４ 623 786 715 熊本 11%
２９年 ４９７ 585 624 596 茨城 10%
３０年 ４０９ 655 712 789 長野 5%

５ ヵ 年 平 均 ４１７ 589 662 660

元 年 見 通 し ４００ 600 700 650

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知を中心に入荷する。６月前
半は数量の多かった前年以上の入荷ペース
となった。７月は、北海道と愛知の夏秋作
がともに天候に恵まれ順調。梅雨の天候次
第だが、概ね平年並の入荷となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

５６０
６１０
７０１
６０２
７２０

６３７

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、愛知、北海道を中心に入荷する。
各産地の夏秋作はともに天候にも恵まれ、
生育順調。梅雨の曇雨天の影響次第だが、
前年同様の順調な入荷となるか。中下旬に
は夏秋作の入荷ピークを迎える見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

ト

マ

ト

３００
３１１
３３５
２６１
３１３

３０３

 前年及び本年の

３０５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、徳島、宮崎などから入荷する。夏
秋作は今までの高温で前進傾向だったが、
梅雨の曇雨天での花落ち等も予想される。
入荷量は概ね平年並の見込みだが、愛知や
徳島では少なかった前年を上回るか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

な

す

２７１
３３７
３１８
２６４
３２２

３０２
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４，７３１ 327 337 266 群馬 33%
２７年 ４，４７４ 422 439 297 茨城 23%
２８年 ４，２７３ 393 378 348 栃木 22%
２９年 ５，０７７ 314 280 273 埼玉 5%
３０年 ５，１１１ 343 365 328 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，７３３ 357 358 302

元 年 見 通 し ４，６００ 380 380 320

２６年 ８，７０７ 317 310 281 青森 15%
２７年 ８，９３４ 306 345 268 北海道 14%
２８年 ７，８６１ 301 333 332 岩手 12%
２９年 ８，７４２ 285 274 259 栃木 11%
３０年 ８，１５８ 303 339 356 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ８，４８０ 302 320 298

元 年 見 通 し ８，５００ 300 310 290

２６年 １，７２６ 506 568 540 茨城 24%
２７年 １，８２３ 506 601 577 青森 12%
２８年 １，６０６ 560 718 687 千葉 12%
２９年 １，９５２ 533 574 557 福島 11%
３０年 １，７６９ 643 646 731 北海道 10%

５ ヵ 年 平 均 １，７７５ 549 619 616

元 年 見 通 し １，８００ 590 590 590

な

す

３０８
３６９
３７２
２８８
３４５

３３５

　栃木、群馬、茨城など関東産地からの入
荷が中心となる。主力となる関東各産地の
生育が遅れており、量のまとまる下旬まで
は高値傾向となるか。乾燥で病害は少ない
が、アザミウマ等の被害が散見される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回るが下旬以降崩れる見込み。

ト

マ

ト

３００
２９７
３２２
２７２

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道からの入荷が本格化し、関
東とともに入荷の中心となる。関東産地は
落ち着き、東北・北海道が量を増やす。前
年は入荷が少なく高値基調に傾いたが、本
年も天候次第では高値の動きを見せるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

３３３

３０４

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

５３７
５５８
６５８
５５４
６７４

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

　茨城、北海道などからの入荷となる。茨
城は来月のピークに向け増量中。一時期、
曇雨天の影響が懸念されたが、生育、開花
ともに順調。一部にアザミウマ被害が発生
している。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

５９０

５９４  前年及び本年の

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ５２６ 326 318 263 茨城 35%
２７年 ４４６ 388 481 492 北海道 17%
２８年 ４０８ 378 445 422 宮崎 16%
２９年 ４３０ 351 370 368 高知 15%
３０年 ３１１ 481 507 523 長野 5%

５ ヵ 年 平 均 ４２４ 377 415 401

元 年 見 通 し ３９０ 400 400 400

２６年 １，５５４ 142 150 146 静岡 42%
２７年 １，６９０ 296 287 218 長崎 20%
２８年 １，４０３ 214 204 182 北海道 19%
２９年 １，２７０ 152 170 135 青森 9%
３０年 １，６８５ 67 84 91 愛知 6%

５ ヵ 年 平 均 １，５２０ 175 179 155

元 年 見 通 し １，４３０ 145 145 145

２６年 ３，６２６ 107 110 112 兵庫 59%
２７年 ３，６３６ 154 155 156 北海道 19%
２８年 ３，５１６ 162 178 156 愛知 10%
２９年 ４，０８８ 90 88 81 徳島 6%
３０年 ４，５３２ 80 99 93 富山 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，８８０ 116 124 117

元 年 見 通 し ４，２００ 90 90 90

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫を中心に北海道、愛知などから入荷
する。兵庫の淡路島産は作柄良好で、Ｌ玉
中心の潤沢な入荷見込み。北海道は干ばつ
気味だったが、その後は降雨もあり順調。
終盤の愛知は前年並の入荷量を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をわずかに上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１１０
１５４
１５９
８５
８８

１１７

 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、北海道、長崎などから入荷する。
静岡は生育順調で、全体的に前倒し傾向。
今後入荷の中心となる北海道も前年並の入
荷量を見込む。長崎は６月でほぼ終了し、
７月入荷は前年より少なくなるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１３６
２４４
１８８
１４９
８０

１５９

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、北海道、宮崎などから入荷する。
茨城は終了に向かうが、数量は前年並か。
前年の入荷量が少なかった北海道は中下旬
には出揃い、数量は平年並の予想。価格は
前年高騰したが、本年は平年並となるか。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

２９５
４４６
４２１
３５６
５１５

３９６
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ２，０９９ 313 287 247 茨城 56%
２７年 １，９００ 345 461 445 岩手 26%
２８年 １，７９２ 378 455 414 福島 9%
２９年 １，９６８ 356 340 377 青森 4%
３０年 １，７８９ 500 485 491 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 １，９１０ 375 401 390

元 年 見 通 し １，９００ 410 410 380

２６年 ５，８９９ 132 138 140 静岡 32%
２７年 ５，６２７ 264 243 182 茨城 27%
２８年 ５，６１３ 180 174 164 長崎 15%
２９年 ５，５０６ 152 138 117 千葉 14%
３０年 ５，４４７ 71 74 74 北海道 6%

５ ヵ 年 平 均 ５，６１８ 160 154 136

元 年 見 通 し ５，６００ 145 145 145

２６年 ９，１９８ 115 119 127 佐賀 35%
２７年 ９，２６２ 153 172 164 兵庫 34%
２８年 ８，０８６ 154 178 180 香川 12%
２９年 ８，８７６ 102 95 87 愛知 4%
３０年 ８，９５８ 88 92 101 富山 3%

５ ヵ 年 平 均 ８，８７６ 122 131 131

元 年 見 通 し ９，８００ 85 90 95

３８８

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ピ

ー

マ

ン

２８４
４１２
４１６
３５８
４９２

ば

れ

い

し

ょ

１３６
２２９
１７３
１３６
７３

１５０

た

ま

ね

ぎ

１２０
１６３
１７１
９４
９４

１２８  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。茨
城は春先の低温の影響が５月の好天により
解消するも、入荷は不安定で堅調な相場と
なる。露地物も始まるため、後半は安定し
価格は下がる方向へ。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は品
薄となった前年を大幅に下回る見込み。

　茨城、千葉、静岡、長崎からの入荷が中
心となる。各産地とも作柄良好との報告が
あるも、低温による生育遅れ、一部で乾燥
による小玉傾向がみられ、前月の品薄感を
引きずる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
記録的安値の前年を大幅に上回る見込み。

　兵庫、佐賀、香川からの入荷が中心とな
る。他品目と対照的に天候によるマイナス
影響は少なく順調な生育となる。大玉比率
が高く豊作基調となるも、出荷調整により
価格は堅調か。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は出
荷調整次第だが前年をやや下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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※アールスメロンの旬別単価は、データが存在しないため表示しない。

６月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １０，５４１ 351 336 340 フィリピン 16%
２７年 ９，１２１ 385 391 421 愛知 14%
２８年 ８，４１１ 405 424 461 長野 14%
２９年 ７，７６６ 435 439 461 石川 8%
３０年 ８，１９２ 442 437 456 山梨 8%

５ ヵ 年 平 均 ８，８０６ 400 401 423

元 年 見 通 し ７，８００ － － －

２６年 ２５０ － － － 愛知 46%
２７年 ２２７ － － － 静岡 37%
２８年 １９７ － － － 高知 11%
２９年 ２０２ － － － 茨城 3%
３０年 １６４ － － － 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 ２０８ － － －

元 年 見 通 し １６５ － － －

２６年 ３，７３２ 131 109 133 長野 30%
２７年 ２，７６７ 120 123 182 石川 24%
２８年 ２，６０３ 172 183 224 愛知 17%
２９年 ２，３４３ 179 190 224 山形 13%
３０年 ２，７１３ 211 216 225 新潟 7%

５ ヵ 年 平 均 ２，８３２ 160 159 192

元 年 見 通 し ２，５５０ 180 190 220

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３４５
４００
４３０
４４３
４４４

４０８  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　もも、すいか、ぶどう、メロンなどを中
心に入荷する。全体的に生育順調だが、前
進傾向だった前年よりやや遅い。ももは入
荷も本格化し、数量は前年並を見込む。ぶ
どうは引き続きｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄが増加傾向。
　入荷量と価格はともに前年をやや下回る
見込み。

ア

ー

ル

ス

メ

ロ

ン

５３７
５８３
６６８
６４１
６５６

６１１  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡を中心に入荷する。好天に恵
まれており、生育順調で大玉傾向。品質も
上位等級が多い。作付面積は減少傾向で、
アールスから他のメロンに品目を変更する
生産者も見られる。
　入荷量と価格はともに前年並を見込む。

す

い

か

１２３
１４０
１９２
１９５
２１７

１６９  前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、石川、愛知などから入荷する。前
進した前年に比べると少し遅いが、各産地
ともに生育順調。やや遅れた分、長野では
入荷量が前年並～若干減となるか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３９，５７１ 422 345 349 山梨 17%
２７年 ３８，２８２ 385 374 367 山形 15%
２８年 ３４，８８３ 407 429 420 千葉 8%
２９年 ３２，８５１ 467 461 473 フィリピン 7%
３０年 ３３，７４２ 488 465 448 新潟 6%

５ヵ年平均 ３５，８６６ － － －

元年見通し ３３，０００ － － －

２６年 ６９８ 621 614 623 静岡 55%
２７年 ６６０ 717 653 631 茨城 14%
２８年 ５８２ 777 780 649 千葉 10%
２９年 ５７３ 805 770 713 高知 9%
３０年 ４９１ 850 772 733 愛知 8%

５ヵ年平均 ６０１ 754 718 670

元年見通し ４６０ 870 770 730

２６年 １４，６９５ 153 138 134 山形 26%
２７年 １４，８４２ 140 143 170 新潟 16%
２８年 １２，５０９ 176 192 206 千葉 15%
２９年 １１，３３６ 205 221 240 神奈川 12%
３０年 １２，４５８ 249 235 215 長野 10%

５ヵ年平均 １３，１６８ 185 186 193

元年見通し １２，０００ 230 220 180

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本が終了に向かう一方、鳥取や新潟に
続き長野の入荷が始まる。千葉は５月の天
候不順で入荷が少ない。山形は生育順調も
やや遅れがみられる。梅雨明けが遅れるた
場合、引き合いは弱くなるか。
　入荷量は前年をやや下回り、前年をかな
り下回る見込み。

す

い

か

１４０
１５４
１９４
２２２
２３１

１８８

 前年及び本年の

７９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、千葉、茨城を中心に入荷する。中
心となる静岡は玉伸び、内容ともに良いが
生産者減による入荷減を見込む。千葉は中
元ギフト向けに平年並の入荷、茨城は旧盆
向けで７月はやや減少するか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

ア

ー

ル

ス

メ

ロ

ン

５９１
６７２
７４０
７６７
７８８

７１２

４１６  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  すいか、もも、メロンなどを中心に入荷
する。全体的な生育は、早かった前年と比
較して遅れるも平年並か。ギフト需要が見
込まれ、価格も堅調の見込み。今後は梅雨
明け時期や気温上昇を注視する必要あり。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計
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４６５
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月１日現在）

２６年 ２，０９１ ３１
実 ２７年 ２，０８８ ３９

２８年 １，７７２ ４９
績 ２９年 １，７８１ ３８

３０年 １，３７７ ４４

１，８２２ ４０

１，５００ ３５

概

要

２６年 ２，４０８ １５
実 ２７年 ２，２３１ ２３

２８年 １，７３９ ３１
績 ２９年 １，５４９ ２７

３０年 １，４９１ ３２

１，８８４ ２５

１，５００ ２７

概

要

２６年 １，０８６ ４０
実 ２７年 １，１３９ ４４

２８年 １，０６０ ４２
績 ２９年 １，０９０ ３５

３０年 １，１１３ ４２

１，０９８ ４１

１，１００ ４０

概

要

２６年 １２０ ８４
実 ２７年 １３９ ８９

２８年 １２６ ８８
績 ２９年 １２０ ８０

３０年 １００ １０７

１２１ ８９

１２０ ８５

概

要

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、三重、長野から入荷する。長野の露地物の入荷も始まり増加してくる。前月から
の低迷を引きずり、動きは重い。新盆需要に期待。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　長野、北海道から入荷する。今年は若干遅れ気味で、上旬に山がきて販売は厳しいが、
月末には戻る見通し。新盆需要に期待したい。

５ヶ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、埼玉、奈良に加えて長野、岩手からも入荷する。一般需要の動きは鈍く、軟調な
見通し。

５ヶ年平均

元年見通し

元年見通し

　長野、福島から入荷する。前年より多い入荷で、一般及び業務の引合いは弱く、厳しい
販売が予想される。

単位：千本、円／本
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２６年 ４０４ １２５
実 ２７年 ３８３ １４６

２８年 ３２５ １５６
績 ２９年 ３４２ １３１

３０年 ２９３ １４８

３４９ １４０

３００ １４０

概

要

２６年 ３６２ ９０
実 ２７年 ３９２ ９２

２８年 ３１４ ９９
績 ２９年 ２９６ ９２

３０年 ３４０ ８３

３４１ ９１

３３０ ８５

概

要

２６年 ７８３ ４４
実 ２７年 ７７０ ５０

２８年 ７７０ ４４
績 ２９年 ７０７ ４２

３０年 ６６５ ５０

７３９ ４６

７００ ４５

概

要

２６年 １，７５３ ４１
実 ２７年 １，８４８ ４４

２８年 １，６１０ ４６
績 ２９年 １，５４２ ４８

３０年 １，４２３ ４７

１，６３５ ４５

１，４５０ ４５

概

要

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

元年見通し

　オリエンタルは新潟、北海道、岐阜などから入荷する。ＬＡは新潟、埼玉からの入荷。
鉄砲は兵庫と長野から、中旬以降は愛媛から入荷する。前年同様の入荷量となる見込み。
需要は少なく、厳しい販売となる。

ば

ら

５ヶ年平均

元年見通し

　愛知、岐阜、和歌山、長野を中心に入荷する。準高冷地から高冷地（山形）まで出荷が
始まる。一方で三重は夏休み（株休め）に入り、多少入荷に影響があるとみられる。

ゆ

り

５ヶ年平均

元年見通し

　栽培物を中心に、愛知、静岡、長野から入荷する。山取りのドウダンは人気が高く、堅
調。人気のあるユ－カリは新芽の影響で軟調か。天候に左右されるところもあるが、全般
には堅調な動きとなる見込み。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

元年見通し

　愛知、静岡、鹿児島の国内産や輸入物などが入荷する。国内産は静岡を中心に増加して
くるが、輸入物は台湾産が徐々に減少していく。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　６月２０日現在）

２６年 ２９，１７６ ３，２３５

実 ２７年 ２５，３４６ ３，５２８

２８年 ２３，５０６ ３，４３５

績 ２９年 ２７，３７９ ３，５６７

３０年 ２７，２４５ ３，０８２

２６，５３０ ３，３６３

２７，０００ ３，０７４

概

要

２６年 ９，７３３ ３１５

実 ２７年 １０，５９４ ３４０

２８年 ５，２０１ ４１７

績 ２９年 ２，５２６ ６２３

３０年 ４，８２３ ３８１

６，５７５ ３７２

４，８００ ３５０

概

要

２６年 １２，０３０ １０９

実 ２７年 １４，４１５ １２６

２８年 １１，２９４ １１６

績 ２９年 １４，２６０ １２１

３０年 １１，８２５ ７９

１２，７６５ １１１

１１，０００ ８２

概

要

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

品
目

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

　入荷量は前年並か。商品の輪数によって価格の変動が大きい。株主総会、人事異動の兼
ね合いで輪数の多い高額商品の需要が高くなる見込み。ミディーに関してはお中元用とし
て下旬に需要がある見込み。気温が高く開花スピードも速いため、６分咲き程度の固めで
の出荷をお願いしたい。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.6％）、２位静岡
（9.9％）、３位宮崎（6.5％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ 　入荷量は前年よりかなり減少するか。気温の高い時期になるため、花持ちの問題から販

売も厳しく苦戦を強いられる傾向が強い。岐阜、愛知を中心に３～3.5号メインの入荷に
なる見込み。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（53.2％）、２位愛媛
（32.4％）、３位愛知（9.5％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並か。５号以上は生産者も限られており、生産の中心は３～４号中心で、
高値販売が厳しいために平均単価は自然と下がる見込み。前年は７月以降が高温であった
ため、今年も７月前半が勝負と思われる。３～４号の売れ行きは厳しい予想であるが、６
号以上のサイズで花上がりが多い物の需要に期待したい。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（38.0％）、２位愛知
（31.0％）、３位岐阜（30.8％）となっている。

５ヶ年平均

元年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２６年 ３６，５８９ ８３３

実 ２７年 ２８，２００ ７３６

２８年 ２２，４１９ ６６９

績 ２９年 ２２，８２１ ７５４

３０年 １９，３５１ ７９７

２５，８７６ ７６４

１９，３００ ７９８

概

要

２６年 ２４，０００ ９５８

実 ２７年 ２４，３５７ １，０５３

２８年 ２１，５１２ １，１３６

績 ２９年 ２０，５４８ １，０９１

３０年 ２１，５９２ １，０７８

２２，４０２ １，０６０

２１，５００ １，０７０

概

要

２６年 １，５９１ ７８９

実 ２７年 １，６８８ ６１６

２８年 １，８３７ ９４０

績 ２９年 ２，３６２ ５３５

３０年 １，４４６ ６３３

１，７８５ ６９５

１，４００ ６００

概

要

ド

ラ

セ

ナ

類

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

元年見通し

　入荷量は前年並か。作付けは例年通り大きな変更はなく、６号、７号サイズが主体での
入荷を見込む。MIXでの入荷が多いが、色別では赤・ピンク・白が主体で、白の引き合い
が強いと思われる。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（96.5％）、２位長崎
（2.0％）、３位滋賀（0.4％）となっている。

元年見通し

　入荷量は前年並か。愛知が中心ではあるが輸入原木の減少から主要品目は少なくなると
思われ、作付けをフィカス類などに移行する動きもある。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（62.2％）、２位沖縄
（13.2％）、３位福岡（10.8％）となっている。

卸売価格

元年見通し

　入荷量は前年よりやや減少するか。生産者の高齢化が進み、生産量自体が減少している
ことが要因とみられる。猛暑による花数の減少により、入荷量は若干減少する見込み。温
度が高い中で開花速度も速くなるため、固めでの出荷をお願いしたい。
　前年７月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（46.6％）、２位高知
（27.0％）、３位長崎（23.9％）となっている。

オ

ン

シ

ジ

ウ

ム

５ヶ年平均

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


